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（Ⅰ）教育に関する目標

１．評価結果及び判断理由

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

判断理由 教育に関する目標 に係る中期目標 ４項目 のうち ３項目が 良（ ） 「 」 （ ） 、 「

好 、１項目が「おおむね良好」であり、これらの結果を総合的に判断し」

た。

（参考）

平成 ～ 年度の評価結果は以下のとおりであった。16 19

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 「教育に関する目標」に係る中期目標（４項目）のうち、３項目が「良好 、１項」

目が「おおむね良好」であり、これらの結果を総合的に判断した。

２．各中期目標の達成状況

① 教育の成果に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「教育の成果に関する目標」の下に定16 19
められている具体的な目標（１項目）が「良好」であったことから 「中、

期目標の達成状況が良好である」であった。

、 、 「 」 、平成 年度の達成状況を踏まえた結果は １項目が 良好 とし20 21
この結果に加え、学部・研究科等の現況分析における関連項目「学業の

成果 「進路・就職の状況」の結果も勘案して、総合的に判断した。」

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期目標で「高度の知識と応用力、幅広い視野と的確な判断力、高度のコミュニケ

ーション能力を備えた研究者、専門技術者を養成する」としていることについて、大

学院大学として、カリキュラム、教育、研究等の在り方に真摯に取り組み、修了生の

内の就職者の ％が専門的・技術的職業に就職しているなどの実績を上げていること94
は、優れていると判断される。

（特色ある点）

○ 中期計画で「研究室における教育の質の向上に対して有効な評価と、改善活動の実

施に向けてシステムの整備を行う」としていることについて、研究室内の教育の重要

性に目を向け、研究室内教育のアンケートを実施し、それに基づいて、教育改善ワー

キンググループにおいて改善策の検討を行うというフィードバック機能を整備したこ

とは、特色ある取組であると判断される。
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② 教育内容等に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「教育内容等に関する目標」の下に定16 19
められている具体的な目標（３項目）のうち、１項目が「非常に優れて

いる 、２項目が「良好」であったことから 「中期目標の達成状況が良」 、

好である」であった。

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、１項目が「非常に優れ20 21
ている 、２項目が「良好」とし、この結果に加え、学部・研究科等の現」

況分析における関連項目「教育内容 「教育方法」の結果も勘案して、総」

合的に判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期目標で「教育は、大学が組織として社会に責任を負う事業であるという認識に

立って、教育活動のあらゆる面に組織としての責任ある実行体制を整備する」として

いることについて、短期集中型のクォーター制とオフィスアワーの組み合わせ、大学

の国際化を目指しての大学院博士後期課程における全面英語化授業、研究室内におけ

る組織的教育改善、加えて、大学院博士前後期課程を通しての成績評価の厳格化、授

業形態、学習指導法等を工夫していることは、優れていると判断される。

③ 教育の実施体制等に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「教育の実施体制等に関する目標」の16 19
下に定められている具体的な目標（１項目）が「おおむね良好」であっ

たことから 「中期目標の達成状況がおおむね良好である」であった。、

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、１項目が「おおむね良20 21
好」とし、この結果に加え、学部・研究科等の現況分析における関連項

目「教育の実施体制」の結果も勘案して、総合的に判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画「研究科において設定するカリキュラムに基づいて、教育を実施するため

に必要な教員を確保することを前提としつつ、大学院であることの特性を発揮して、

新しい学問の展開に柔軟に対応できるように、絶えずカリキュラムと教員配置の柔軟

な見直しに努める」について、教員配置に関しては、人事計画委員会を設置し、全学

的視点から教員の人事配置計画、各研究科で強化すべき分野を審議する柔軟な体制を

整備している。また、平成 年度には 「新教育プラン」を策定するなど、不断にカ18 、

リキュラムと教員配置の見直しを行っている。このような取組は、人件費が削減され
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る環境の中で最適教員配置を整えたという点で、優れていると判断される。

○ 中期計画「教員構成において、国籍、言語、性別、経歴等に関係なく、常に第一級

の研究者・教育者を確保する」について、学長のリーダーシップにより優秀な研究者

を確保する体制を整え、学長裁量により研究者・教育者を４年間で 名採用している35
ことは、優れていると判断される。

○ 中期計画「東京サテライト教室（東京八重洲キャンパス：平成 年度開設、東京田16
町キャンパス：平成 年度開設）における教育活動の充実（全学 」について、東京16 ）

サテライト教室では、知識科学研究科の技術経営（ ）コース、情報科学研究科のMOT
組込みシステム大学院コース、先端 基礎コース等の社会人を対象とした教育プログIT
ラムがあり、平成 年度の受講者は 名、これまでのコース修了者は 名となっ19 100 63
ていることから、優れていると判断される。

④ 学生への支援に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「学生への支援に関する目標」の下に16 19
定められている具体的な目標 １項目 が 良好 であったことから 中（ ） 「 」 、「

期目標の達成状況が良好である」であった。

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、１項目が「良好」であ20 21
ることから判断した。

（Ⅱ）研究に関する目標

１．評価結果及び判断理由

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 「研究に関する目標」に係る中期目標（２項目）のすべてが「良好」

であることから判断した。

（参考）

平成 ～ 年度の評価結果は以下のとおりであった。16 19

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 「研究に関する目標」に係る中期目標（２項目）のすべてが「良好」であることか

ら判断した。

２．各中期目標の達成状況
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① 研究水準及び研究の成果等に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「研究水準及び研究の成果等に関する16 19
目標」の下に定められている具体的な目標（１項目）が「良好」であっ

たことから 「中期目標の達成状況が良好である」であった。、

、 、 「 」 、平成 年度の達成状況を踏まえた結果は １項目が 良好 とし20 21
これらの結果に加え、学部・研究科等の現況分析における関連項目「研

」「 」 、 。究活動の状況 研究成果の状況 の結果も勘案して 総合的に判断した

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画で「現在、本学が設定している知識科学、情報科学、材料科学の３領域を

基本としつつ、学問の発展に伴って、柔軟に新しい領域への展開を図っていく」及び

「産官学連携による共同研究、受託研究、技術指導、シンポジウム、公開講座等を積

極的に実施するとともに、個々の教員の学識を通じて国、地方公共団体、学協会、民

間シンクタンク等の「知恵袋」としての活動も重要な社会貢献として位置付け、積極

的に推進する 」としていることについて、知識科学、情報科学、材料科学の３領域に。

基本をおきつつ、柔軟に新しい領域への展開を図っている。また、産官学連携による

16 357 6 8,781 211 30共同研究は 平成 年からの４年間で 件 億 万円 受託研究は 件、 、 、 、

億 万円であり、教員一名当たりの共同・受託研究受入額は、全国立大学法人の9,942
中で第 位であることから、優れていると判断される。1

② 研究実施体制等の整備に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（ ） 「 」判断理由 平成 ～ 年度の評価結果は 研究実施体制等の整備に関する目標16 19
の下に定められている具体的な目標（１項目）が「良好」であったこと

から 「中期目標の達成状況が良好である」であった。、

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、１項目が「良好」であ20 21
ることから判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画で「 教員の）採用に当たっては、国内外を対象とした公募を前提とし、研（

究能力、教育能力、資金獲得能力、年齢などを基準に、最適な人材を積極的に選考す

る」及び「教員の流動性を高めるために、既に全面的に任期制を実施しているが、再

任に当たっての業績評価システムの充実など、一層の円滑な運用を図る」としている

ことについて、教員の採用は、原則公募制とし、平成 年度から 年度までの実績16 19
において、常勤教員の採用者の内、 名を公募により採用している。また、世界的に57
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著名な研究者を招聘するための特別招聘教授制度を創設し、平成 年度に計算科学の18
分野で研究者１名を採用するほか、学長裁量選考については平成 年度から 年度16 19
までの実績で 名を採用している点で、優れていると判断される。35

（Ⅲ）その他の目標

（１）社会との連携、国際交流等に関する目標

１．評価結果及び判断理由

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（ ） 「 、 」 （ ）判断理由 社会との連携 国際交流等に関する目標 に係る中期目標 １項目

が「良好」であることから判断した。

（参考）

平成 ～ 年度の評価結果は以下のとおりであった。16 19

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 「社会との連携、国際交流等に関する目標」に係る中期目標（１項目）が「良好」

であることから判断した。

２．各中期目標の達成状況

① 社会との連携、国際交流等に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「社会との連携、国際交流等に関する16 19
目標」の下に定められている具体的な目標（１項目）が「良好」であっ

たことから 「中期目標の達成状況が良好である」であった。、

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、１項目が「良好」であ20 21
ることから判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期目標で「積極的に地域の発展に貢献していく。対象とする地域ごとにきめ細か

く連携等を図っていく」及び中期計画で「附属図書館の開放について、一層の利便性

の向上を図る」としていることについて、地元の中高生を対象とした「一日大学院」

や、地元の市との連携協定による数多くの地域貢献事業を行っていること、一般利用

者へ附属図書館を常時開放していることは、優れていると判断される。

○ 中期計画「石川県・金沢市等地方公共団体職員を対象とした 「地方公務員政策向上、



- 6 -

セミナー」を引き続き実施する」について、研修会等の開催については、能美市及び

加賀市と連携協定を締結し、市の教職員に対する資質向上のための地域貢献事業を２

年間で 件実施している。また、平成 年度から内閣府との連携により「地域再生22 18
システム論｣を開講し、この取組が平成 年度における科学技術振興調整費「地域再19
生人材創出拠点の形成」プログラムで 「石川伝統工芸イノベータ養成ユニット」の採、

択に結びついていることから、優れていると判断される。


